
『
華
厳
経
』
入
法
界
品
に
は
、
善
財
童
子
と
い
う
一
人
の
求
道

青
年
が
、
文
殊
菩
薩
の
指
南
に
よ
っ
て
、
五
十
三
人
（
或
は
五
十

五
人
）
の
善
知
識
を
歴
訪
し
、
菩
薩
行
を
問
い
、
各
々
の
善
知
識

が
体
得
し
て
い
る
「
所
得
の
法
門
」
を
教
え
ら
れ
、
南
行
の
旅
が

続
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
大
乗
経
典
と
し
て
の
『
華
厳
経
』

が
、
菩
薩
道
を
歩
む
者
に
と
っ
て
の
「
求
む
ゞ
へ
き
境
地
」
や
そ
の

境
地
に
行
き
着
く
こ
と
に
立
ち
は
だ
か
る
様
を
な
「
障
磯
」
さ
ら

に
、
菩
薩
と
い
う
こ
と
の
意
味
は
何
か
な
ど
の
問
題
を
、
様
々
な

角
度
か
ら
豊
か
な
表
現
を
も
っ
て
説
示
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と

が
窺
わ
れ
る
。
入
法
界
品
に
登
場
す
る
諸
善
知
識
の
「
流
類
」
は

①

多
岐
に
わ
た
り
二
十
種
類
に
も
及
ぶ
の
で
あ
る
が
、
女
性
の
善
知

識
の
い
く
つ
か
の
部
分
に
焦
点
を
当
て
て
、
そ
の
修
行
道
の
意
味

を
確
か
め
て
み
た
い
。
そ
の
場
合
、
中
国
華
厳
宗
の
法
蔵
（
六
四
三

華
厳
の
修
行
道
と
女
性
善
知
識

’
七
一
二
）
の
撰
述
に
な
る
『
華
厳
経
探
玄
記
』
を
手
掛
か
り
と
し

て
、
菩
薩
の
修
行
道
の
う
え
で
み
た
女
性
善
知
識
の
意
義
と
そ
の

内
容
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
次
に
、
『
華
厳
経
』

の
漢
訳
テ
キ
ス
ト
三
本
の
中
で
も
四
十
巻
本
「
華
厳
経
』
（
唐

般
若
三
蔵
訳
）
に
は
、
他
の
二
本
す
な
わ
ち
六
十
巻
本
『
華
厳

経
』
（
東
晋
仏
駄
賊
陀
羅
訳
）
と
八
十
巻
本
『
華
厳
経
』
（
唐

実
叉
難
陀
訳
）
と
比
較
し
て
、
と
く
に
女
性
善
知
識
に
つ
い
て
の

記
述
に
増
広
が
見
ら
れ
、
そ
の
増
広
部
分
の
記
述
が
、
漢
訳
年
代

の
先
行
す
る
二
本
の
『
華
厳
経
』
の
意
趣
と
は
か
な
り
異
質
な
内

容
を
も
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
意
義
内
容
に
つ
い
て
も

考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

六
十
巻
本
『
華
厳
経
』
入
法
界
品
の
内
容
を
大
分
し
て
、
法
蔵

②

は
本
会
と
末
会
と
の
二
会
に
分
け
て
い
る
。
前
半
の
「
本
会
」
は

ﾆニ

一

色

順

心
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仏
が
舎
衛
城
の
祗
樹
給
孤
独
園
の
大
荘
厳
重
閣
講
堂
に
在
し
て
五

百
の
菩
薩
た
ち
と
倶
に
あ
っ
て
、
普
賢
菩
薩
と
文
殊
菩
薩
の
二
菩

薩
を
上
首
と
し
て
い
た
こ
と
に
始
ま
り
、
文
殊
が
祇
園
林
中
の
無

量
の
荘
厳
を
讃
嘆
し
て
功
徳
を
顕
わ
す
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
承

③

け
て
後
半
の
「
末
会
」
は
、
文
殊
が
祇
園
林
の
善
安
住
楼
閣
よ
り

多
く
の
同
行
衆
が
付
き
従
う
な
か
、
南
方
に
遊
行
す
る
こ
と
に
始

ま
り
、
善
財
童
子
が
文
殊
に
出
会
い
、
諸
善
知
識
を
歴
訪
し
ゆ
く

部
分
を
意
味
す
る
。
法
蔵
は
本
末
二
会
に
つ
い
て
、
「
探
玄
記
』

巻
十
八
に
、

此
一
品
中
大
分
有
レ
ニ
。
初
明
二
本
会
ゴ
ー
爾
時
従
善
住
楼
閣

出
已
下
朋
一
果
法
界
↓
後
朋
一
因
法
界
誼
又
前
明
一
頓
入
法
界
「

後
明
二
漸
入
法
界
毛
又
前
総
後
別
、
則
本
末
円
融
無
砿
思
し
之
。

（
大
正
弱
．
四
四
一
Ｃ
）

と
述
尋
へ
る
よ
う
に
、
本
会
と
は
果
法
界
を
明
か
す
も
の
、
つ
ま
り

仏
自
証
の
境
界
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
対
す
る
末
会
と
は
因
法
界

を
明
か
す
も
の
で
あ
る
と
位
置
づ
け
、
二
会
は
頓
漸
、
総
別
の
関

④

係
に
あ
り
な
が
ら
、
円
融
無
腰
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
末
会

は
本
会
と
離
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
仏
自
証
の
境
界
を
背
景
と
し

て
因
行
と
し
て
の
善
財
童
子
の
求
道
の
具
体
相
を
表
そ
う
と
し
た

も
の
だ
と
読
み
取
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

末
会
に
登
場
す
る
諸
善
知
識
が
ど
の
よ
う
な
人
類
で
あ
る
か
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
法
蔵
は
、
通
論
す
れ
ば
五
十
七
名
を
数
え

る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
ら
の
「
流
類
」
を
ま
と
め
れ
ば
、
二

十
種
に
な
る
と
解
釈
す
る
。
す
な
わ
ち
㈹
菩
薩
②
比
丘
③
比
丘
尼

仙
優
婆
塞
⑤
優
婆
夷
伺
童
男
㈹
童
女
⑧
天
子
⑥
天
女
⑩
外
道
⑪
婆

羅
門
⑫
長
者
⑬
博
士
⑭
医
人
⑮
船
師
⑯
国
王
⑰
仙
人
⑱
仏
母
⑲
仏

妃
⑳
神
で
あ
り
、
そ
の
中
の
③
⑤
、
⑨
⑱
⑲
の
善
知
識
を
取
り
出

せ
ば
、
女
性
善
知
識
は
十
一
名
に
の
ぼ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
法
蔵

が
「
此
の
九
種
の
夜
天
は
、
梵
本
に
依
る
に
皆
是
れ
女
天
に
し
て
、

⑤

是
れ
慈
悲
の
状
を
表
す
な
り
」
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
第
三
十
二

の
婆
娑
婆
陀
夜
天
よ
り
第
四
十
の
妙
徳
円
満
天
ま
で
の
九
名
の
夜

天
を
女
性
善
知
識
に
加
え
れ
ば
、
二
十
名
の
善
知
識
が
女
性
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
流
類
の
多
様
さ
の
中
に
、
女
性
善
知
識
の
も
つ

役
割
も
多
様
さ
を
も
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

末
会
に
表
れ
る
諸
善
知
識
の
も
と
を
善
財
童
子
は
順
次
に
訪
れ

て
い
く
の
で
あ
る
が
、
そ
の
歴
程
は
菩
薩
の
修
行
道
の
歩
み
と
ど

う
関
わ
り
、
『
華
厳
経
』
の
註
釈
者
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
読
み
取
っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
如
法
蔵
以
前
に
も
『
華
厳
経
』
を
解
釈
し
た

多
数
の
人
々
が
い
た
と
い
え
る
。
法
蔵
は
、
『
探
玄
記
」
巻
十
八

の
中
で
、
諸
善
知
識
を
ど
う
見
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の

⑥

「
諸
説
は
極
め
て
多
く
し
て
以
て
挙
げ
難
し
」
と
述
べ
た
う
え
で
、

二
種
の
対
照
的
な
古
説
を
略
述
し
て
い
る
。
そ
れ
に
依
れ
ば
、
一
家
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の
言
う
と
こ
ろ
は
、
諸
善
知
識
を
菩
薩
の
五
十
二
位
に
配
当
し
て
、

初
の
文
殊
を
十
信
、
第
二
よ
り
第
四
十
一
ま
で
の
善
知
識
を
十

住
・
十
行
・
十
迺
向
・
十
地
の
四
十
位
、
次
の
摩
耶
夫
人
と
弥
勒

菩
薩
の
二
善
知
識
を
等
覚
位
、
最
後
の
普
賢
菩
薩
を
妙
覚
位
の
善

⑦

知
識
と
み
な
す
説
で
あ
り
、
光
統
律
師
慧
光
（
四
六
八
’
五
三
七
）

な
ど
の
諸
徳
が
こ
の
説
に
相
当
す
る
と
い
う
。
対
し
て
、
別
の
一

家
は
、
諸
善
知
識
を
菩
薩
の
修
行
位
に
配
当
す
る
こ
と
は
せ
ず
、

諸
善
知
識
の
文
を
順
序
に
随
っ
て
解
釈
し
て
い
く
の
で
あ
り
、
こ

⑧

の
解
釈
方
法
を
採
っ
て
い
る
の
は
、
「
五
台
の
論
と
及
び
意
法
師
」

な
ど
で
あ
る
と
い
う
。
法
蔵
は
、
こ
の
二
種
の
説
を
「
前
の
説
は

⑨

文
に
於
て
小
し
く
違
い
、
後
の
説
は
義
に
於
て
妨
げ
無
し
」
と
釈

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
前
説
に
お
い
て
は
法
蔵
以
前
の
『
華
厳
経
』

文
は
す
べ
て
の
善
知
識
を
具
備
し
た
テ
キ
ス
ト
で
は
な
か
っ
た
こ

と
、
後
説
は
修
行
位
に
配
当
し
て
い
な
い
が
経
自
身
の
意
義
と
し

て
は
問
題
が
な
い
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

要
す
る
に
、
従
来
の
『
華
厳
経
」
註
釈
者
た
ち
の
中
に
は
、
諸
善

知
識
を
菩
薩
の
修
行
位
に
配
当
し
な
が
ら
菩
薩
道
の
深
ま
り
を
み

せ
て
い
く
も
の
と
み
な
す
者
と
、
修
行
位
に
配
当
さ
せ
る
こ
と
を

意
識
せ
ず
に
順
次
に
解
釈
し
て
い
く
者
と
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
法
蔵
は
菩
薩
の
修
行
道
と
末
会
の
諸
善
知
識
と
の
関
わ

り
を
ど
う
見
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
を
考
え
て
い
く
場

合
に
、
『
探
玄
記
』
巻
十
八
で
は
、
文
殊
と
普
賢
と
の
「
二
位
」

に
統
収
し
て
い
く
見
方
と
、
「
五
相
」
の
善
知
識
に
分
か
つ
見
方

に
よ
っ
て
、
修
行
道
を
把
捉
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
え
る
。

ま
ず
末
会
の
諸
善
知
識
の
中
で
、
文
殊
が
二
度
に
わ
た
っ
て
登

場
し
最
後
に
普
賢
が
登
場
す
る
こ
と
を
注
目
し
て
い
る
の
で
あ
る

が
、
諸
善
知
識
を
「
二
位
」
に
統
収
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

此
五
十
五
会
二
主
統
収
。
初
文
殊
至
二
後
文
殊
一
是
文
殊
位

属
二
般
若
門
一
後
普
賢
一
位
属
一
法
界
門
元

非
二
般
若
一
無
三
以
入
二
法
界
「
是
故
善
財
創
見
二
於
文
殊
記

非
し
入
二
法
界
一
無
三
以
顕
二
般
若
「
是
故
善
財
終
見
二
於
普
賢
記

是
故
二
人
寄
以
明
二
入
法
界
記

又
前
文
殊
即
法
界
甚
深
義
、
後
普
賢
顕
二
法
界
広
大
義
記
是

故
二
門
相
影
具
徳
。
（
大
正
調
．
四
五
一
ａ
）

と
述
雫
へ
て
い
る
。
最
初
の
文
殊
よ
り
第
五
十
四
の
文
殊
に
至
る
ま

で
が
文
殊
位
で
あ
っ
て
般
若
門
を
意
味
し
、
最
後
の
普
賢
一
位
を

法
界
門
に
属
す
る
も
の
と
見
る
。
般
若
の
智
慧
に
依
る
こ
と
が
な

け
れ
ば
法
界
に
入
る
こ
と
は
な
い
し
、
ま
た
、
法
界
に
入
る
こ
と

が
な
け
れ
ば
般
若
を
顕
す
こ
と
も
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
般
若
と

法
界
と
に
託
さ
れ
た
文
殊
普
賢
の
二
位
に
寄
顕
し
て
、
は
じ
め
て

入
法
界
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
。
，

29



次
に
、
善
知
識
を
「
五
相
」
に
分
け
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
法

蔵
以
前
に
、
す
で
に
智
僚
（
六
○
二
’
六
六
八
）
が
『
華
厳
経
捜
玄

⑩

記
』
巻
五
上
の
中
で
試
み
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
承
け

て
法
蔵
は
「
探
玄
記
』
巻
十
八
に
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

六
分
二
五
相
一
者
長
科
二
此
文
一
総
為
二
五
相
記
一
寄
位
修
行
相

有
一
四
十
一
人
ご
一
従
二
摩
耶
夫
人
一
下
有
二
九
会
十
一
人
一
朋
一

会
縁
入
実
相
「
三
弥
勒
一
人
明
二
摂
徳
成
因
相
「
四
後
文
殊

一
人
明
二
智
照
無
二
相
記
五
普
賢
一
位
朋
一
顕
因
広
大
相
記
又

此
五
相
亦
是
菩
薩
五
種
行
相
、
一
高
行
、
二
大
行
、
三
勝
行
、

四
深
行
、
五
広
行
。
（
大
正
弱
．
四
五
一
ａ
ｌ
ｂ
）

す
な
わ
ち
第
一
相
の
寄
位
修
行
相
よ
り
第
五
相
の
顕
因
広
大
相

⑪

に
至
る
五
相
に
分
け
る
こ
と
に
よ
り
、
五
十
五
会
の
諸
善
知
識
を

捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
え
る
。
法
蔵
が
菩
薩
の
修
行
道
を
明

か
す
際
に
は
、
二
種
の
側
面
に
立
ち
つ
つ
述
べ
る
。
ひ
と
つ
は
、

⑫

円
か
に
始
終
を
摂
す
る
面
で
は
、
修
行
道
の
こ
の
位
が
即
一
切

の
位
で
あ
り
、
円
融
無
擬
で
あ
る
。
た
だ
、
法
に
寄
せ
て
修
行
道

の
異
な
り
を
顕
そ
う
と
し
た
場
合
に
は
、
前
後
、
始
終
の
次
第
行

布
が
あ
る
。
こ
の
円
融
と
行
布
の
二
義
に
よ
っ
て
修
行
道
を
明
ら

か
に
し
よ
う
と
す
る
の
が
法
蔵
の
基
本
的
立
場
で
あ
る
と
い
え
る

が
、
五
相
の
善
知
識
に
分
け
て
経
文
を
解
釈
す
る
こ
と
に
お
い
て
、

善
財
童
子
が
文
殊
に
出
会
い
諸
善
知
識
を
巡
る
求
道
は
、
菩
薩
道

の
深
ま
り
ゆ
く
す
が
た
を
示
す
も
の
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
よ

》
【
ｌ
ノ
Ｏ

五
相
の
分
類
を
基
本
と
し
て
、
法
蔵
は
五
十
五
会
の
善
知
識
を

逐
一
、
解
釈
す
る
と
い
う
方
法
を
用
い
て
い
る
。
第
一
「
寄
位
修

行
相
」
に
は
、
第
一
文
殊
菩
薩
よ
り
第
四
十
一
仏
妃
窪
夷
ま
で
の

四
十
一
名
が
あ
る
。
そ
の
中
、
文
殊
を
十
信
の
善
知
識
に
寄
せ
、

次
の
第
二
功
徳
雲
比
丘
よ
り
第
十
一
弥
多
羅
尼
童
女
を
十
住
に
、

次
の
第
十
二
善
現
比
丘
よ
り
第
二
十
一
随
順
一
切
衆
生
出
家
外
道

を
十
行
に
、
第
二
十
二
青
蓮
華
香
長
者
よ
り
第
三
十
一
安
住
道
場

地
神
を
十
迺
向
に
、
次
の
第
三
十
二
婆
娑
婆
陀
夜
天
よ
り
第
四
十

一
仏
妃
躍
夷
を
十
地
の
善
知
識
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
、
各
々
の

修
行
位
に
寄
せ
つ
つ
修
行
の
相
が
表
さ
れ
て
い
る
。
何
故
に
文
殊

が
最
初
の
善
知
識
で
あ
る
の
か
。
ま
た
、
文
殊
一
人
の
み
が
な
ぜ

十
信
の
善
知
識
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
か
。
智
傲
は
、
初
の
文
殊

⑬が
智
光
に
よ
っ
て
導
く
者
と
し
て
最
適
な
善
知
識
で
あ
る
か
ら
だ

と
指
摘
す
る
。
他
の
善
知
識
十
名
ず
つ
が
十
住
・
十
行
・
十
週

向
・
十
地
に
配
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
文
殊
一
人
が
十
信
に
当
た

る
理
由
に
つ
い
て
、
法
蔵
は
、
『
探
玄
記
』
巻
十
八
に
、

就
一
一
初
寄
位
修
行
相
中
一
有
二
四
十
一
知
識
一
内
、
初
文
殊
一
人

寄
二
当
十
信
知
識
「
以
一
信
不
で
成
し
位
故
不
し
弁
二
十
人
「
余
四

位
成
故
各
有
し
十
。
（
大
正
弱
．
四
五
一
ｃ
）
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と
説
い
て
い
る
。
住
・
行
・
向
・
地
の
四
十
は
位
を
成
ず
る
も
の

で
あ
る
の
に
対
し
て
、
信
は
位
を
成
ず
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
十

人
の
善
知
識
を
説
く
こ
と
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

⑭

第
二
相
の
「
会
縁
入
実
相
」
に
は
第
四
十
二
仏
母
摩
耶
夫
人
よ

り
第
五
十
二
有
徳
童
女
ま
で
の
十
一
名
を
含
む
。
先
の
第
一
相
に

お
い
て
示
さ
れ
た
修
行
諸
位
の
差
別
の
縁
を
会
し
て
、
平
等
一
実

の
法
界
に
帰
入
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
で
あ
り
、
そ
の
あ
り
さ
ま
を

雪
え
る
な
ら
ば
、
あ
た
か
も
摩
耶
夫
人
が
仏
を
生
ん
だ
ご
と
く
に

仏
果
を
生
じ
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
い
え
る
。

次
の
第
五
十
三
弥
勒
菩
薩
一
人
が
第
三
「
摂
徳
成
因
相
」
、
次

の
第
五
十
四
文
殊
菩
薩
一
人
が
第
四
「
智
照
無
二
相
」
、
最
後
の

第
五
十
五
普
賢
菩
薩
一
人
が
第
五
「
顕
因
広
大
相
」
と
い
う
よ
う

に
配
当
せ
し
め
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
法
蔵
は
『
探
玄
記
』
巻
二

十
の
中
で
、
弥
勒
・
文
殊
・
普
賢
に
寄
顕
せ
ら
れ
た
三
相
の
性
格

を
各
々
、
次
の
よ
う
に
要
約
し
て
い
る
。

摂
徳
成
因
相
知
識
者
、
前
既
会
し
縁
入
し
実
、
定
堪
二
成
仏
一
故
、

弁
二
一
生
補
処
成
因
之
義
記
（
大
正
弱
．
四
八
六
ｂ
）

第
四
智
照
無
二
相
知
識
者
、
顕
言
一
前
因
法
生
し
果
体
無
分
別

絶
一
一
境
智
等
諸
二
相
一
故
。
（
大
正
調
・
四
九
○
ａ
）

第
五
顕
因
広
大
相
知
識
、
以
二
一
前
照
理
無
二
顕
一
一
其
甚
深
「
方

堪
二
成
仏
広
大
之
因
一
故
。
（
大
正
弱
・
四
九
○
ｃ
）

優
婆
夷
や
童
女
や
比
丘
尼
な
ど
の
多
く
の
女
性
善
知
識
が
登
場

す
る
中
で
も
、
第
二
十
六
の
婆
須
蜜
多
女
と
第
四
十
一
の
仏
妃
崔

夷
そ
し
て
そ
れ
に
続
く
第
四
十
二
の
仏
母
摩
耶
の
箇
所
は
、
入
法

界
品
に
お
け
る
善
知
識
の
意
味
や
女
性
善
知
識
に
託
さ
れ
て
い
る

も
の
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
う
え
に
示
唆
に
富
む
内
容
を

も
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

婆
須
蜜
多
女
に
先
立
つ
善
知
識
は
、
園
林
の
聖
者
と
も
い
う
べ

⑮

き
第
二
十
五
の
師
子
奮
迅
比
丘
尼
で
あ
り
、
そ
の
所
得
の
法
門
は

菩
薩
一
切
智
底
法
門
で
あ
っ
た
。
こ
の
比
丘
尼
が
い
わ
ば
順
相
の

善
知
識
で
あ
り
、
彼
女
に
よ
っ
て
善
財
に
指
し
示
さ
れ
た
の
が
、

⑯

逆
相
の
善
知
識
と
さ
れ
る
険
難
国
宝
荘
厳
城
の
婆
須
蜜
多
女
で
あ

っ
た
。
経
文
に
依
れ
ば
、
宝
荘
厳
城
に
到
着
し
た
善
財
を
見
て
い

⑰

た
「
有
人
」
た
ち
が
善
財
に
対
し
て
様
々
な
思
い
を
抱
い
た
と
い

う
。
要
約
す
れ
ば
、
或
る
「
有
人
」
で
婆
須
蜜
多
に
深
い
智
慧
あ

る
こ
と
を
知
ら
な
い
者
は
、
あ
の
威
儀
痒
序
と
し
て
情
欲
の
想
が

な
く
欲
泥
に
没
す
る
こ
と
の
な
い
善
財
で
あ
る
の
に
、
ど
う
い
う

こ
れ
に
よ
っ
て
、
弥
勒
・
文
殊
・
普
賢
へ
の
次
第
が
、
前
の
善

知
識
を
受
け
つ
つ
、
文
殊
の
基
深
の
義
を
受
け
て
普
賢
菩
薩
の
広

大
の
因
に
帰
入
し
て
い
く
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
る
。

三
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意
あ
っ
て
あ
の
女
性
の
も
と
へ
行
こ
う
と
す
る
の
だ
ろ
う
か
、
と

疑
念
を
抱
い
た
。
ま
た
、
或
る
「
有
人
」
で
彼
女
に
深
い
智
慧
の

あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
者
は
、
善
財
に
対
し
て
「
善
い
哉
、
童

子
、
大
善
利
を
得
ん
と
し
て
、
乃
ち
能
く
深
智
の
女
人
を
推
求

⑱す
」
と
ほ
め
た
た
え
、
婆
須
蜜
多
女
が
こ
の
城
の
深
宮
の
内
に
在

る
こ
と
を
伝
え
た
と
い
う
。

善
財
は
後
者
の
「
有
人
」
に
促
さ
れ
て
深
宮
に
入
り
、
か
の
宮

宅
が
厳
飾
広
大
な
る
こ
と
や
婆
須
蜜
多
女
の
顔
貌
端
厳
に
し
て
妙

相
成
就
し
て
い
る
す
が
た
を
ま
の
あ
た
り
に
し
、
菩
薩
行
に
つ
い

て
尋
ね
る
。
『
華
厳
経
』
巻
五
十
に
、

我
已
先
発
二
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
心
『
未
し
知
下
菩
薩
云
何

学
二
菩
薩
行
一
修
中
菩
薩
道
坤
‐

答
言
、
善
男
子
、
我
已
成
二
就
離
欲
実
際
清
浄
法
門
記
若
天

見
し
我
我
為
二
天
女
「
若
人
見
し
我
我
為
二
人
女
「
乃
至
非
人

見
し
我
我
為
一
一
非
人
女
元
形
体
殊
妙
、
光
明
色
像
殊
勝
無
比
。

（
大
正
９
．
七
一
七
ａ
）

す
で
に
自
分
は
菩
提
心
を
発
し
た
の
で
あ
る
が
未
だ
菩
薩
が
云

何
に
し
て
菩
薩
行
を
学
び
菩
薩
道
を
修
行
す
る
の
か
を
知
ら
な
い

で
い
る
。
こ
の
善
財
の
問
い
は
、
入
法
界
品
全
体
に
共
通
す
る
善

財
自
身
の
問
い
で
あ
る
と
い
え
る
。
対
す
る
婆
須
蜜
多
女
の
応
答

⑲

は
、
「
我
は
す
で
に
離
欲
実
際
清
浄
法
門
を
成
就
せ
る
の
み
」
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
女
性
の
形
体
・
色
像
の
、
殊
妙
・
殊
勝

さ
を
表
わ
し
、
あ
ら
ゆ
る
者
た
ち
に
応
同
す
る
菩
薩
精
神
の
体
得

者
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
以
下
の
経

文
に
は
、
婆
須
蜜
多
女
が
語
る
中
に
、
衆
生
た
ち
が
こ
の
女
性
に

接
す
れ
ば
十
種
の
三
昧
を
得
せ
し
め
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
示
さ
れ

る
。
そ
の
第
一
の
文
に
「
若
し
衆
生
有
り
て
欲
に
纒
わ
る
る
者
、

我
が
所
に
来
詣
せ
ぱ
そ
れ
が
為
に
説
法
し
、
皆
、
欲
を
離
れ
て
無

⑳

著
境
界
三
昧
を
得
し
め
ん
」
と
あ
っ
て
、
欲
に
纏
縛
さ
れ
て
い
る

衆
生
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
衆
生
の
た
め
に
欲
を
離
れ
さ
せ
、
無

著
境
界
と
い
う
名
の
三
昧
を
得
さ
せ
よ
う
と
す
る
善
知
識
と
し
て
、

彼
女
を
表
現
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
法
門
の
名
が
示
す
「
離

欲
」
、
三
味
の
名
が
示
す
「
無
著
」
と
い
う
こ
と
か
ら
、
菩
薩
の

歩
み
を
障
磯
す
る
「
負
愛
」
の
問
題
が
、
こ
の
女
性
善
知
識
に
お

い
て
仮
託
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
婆
須
蜜
多
女

は
、
多
く
の
衆
生
た
ち
を
魅
了
し
て
や
ま
な
い
女
性
と
い
う
か
た

ち
を
と
り
な
が
ら
、
自
身
は
負
愛
を
遠
離
し
た
、
法
門
の
体
得
者

と
し
て
表
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

経
文
の
中
で
、
先
の
或
る
「
有
人
」
が
婆
須
蜜
多
女
の
も
と
を

訪
れ
よ
う
と
す
る
善
財
に
疑
念
を
抱
い
た
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、

法
蔵
は
『
探
玄
記
』
巻
十
九
に
、
問
答
を
設
け
て
い
る
。
す
な
わ

単
烏
一
、

qワ
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マ
マ

問
何
故
前
示
二
腹
及
耶
見
一
善
財
自
疑
、
今
現
二
貧
相
一
乃
令
二

他
疑
元
答
以
三
前
二
親
障
二
菩
薩
道
一
故
、
貧
愛
順
し
悲
障
レ
行

劣
故
。
是
故
決
定
毘
尼
経
菩
薩
寧
起
二
百
千
貫
心
一
不
し
起
二
一

マ
マ

瞑
等
記
又
釈
善
財
於
二
前
鎭
及
耶
見
一
已
為
二
調
伏
↓
是
故
於
レ

此
更
不
一
一
敢
疑
毛
（
大
正
弱
、
四
七
○
ｃ
）

と
あ
る
。
菩
薩
道
を
障
磯
す
る
最
た
る
も
の
は
、
寅
愛
・
順
志
．

⑳

邪
見
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
が
、
逆
相
の
善
知
識
た

ち
の
中
で
扱
わ
れ
て
い
る
。
前
の
第
十
八
の
満
足
王
の
箇
所
で
の

愼
志
や
第
十
の
方
便
命
婆
羅
門
に
お
け
る
邪
見
と
い
う
こ
と
に
お

い
て
は
、
善
財
自
身
が
そ
れ
ら
の
人
々
を
、
本
当
に
善
知
識
た
り

う
る
人
物
で
あ
る
か
を
自
ら
疑
っ
た
。
し
か
し
今
、
貧
愛
が
問
題

と
さ
れ
る
婆
須
蜜
多
女
の
箇
所
で
は
、
善
財
自
ら
が
疑
う
の
で
は

な
く
「
有
人
」
を
し
て
疑
わ
さ
し
め
た
の
は
何
故
か
と
い
う
問
い

を
立
て
て
い
る
。
こ
の
問
い
に
答
え
て
、
す
で
に
善
財
は
第
十
と

第
十
八
の
善
知
識
と
の
出
会
い
を
通
し
て
邪
見
と
脹
悉
を
調
伏
し

て
い
る
ゆ
え
に
、
第
二
十
六
の
婆
須
蜜
多
女
に
対
し
て
は
善
財
は

あ
え
て
自
ら
疑
う
こ
と
は
な
か
っ
た
と
す
る
解
釈
も
掲
げ
て
い
る

が
、
法
蔵
は
、
負
愛
・
腹
悪
。
邪
見
と
菩
薩
道
と
の
関
わ
り
に
注

目
す
る
の
で
あ
る
。
先
の
順
志
と
邪
見
と
の
二
つ
は
菩
薩
道
そ
の

も
の
を
障
う
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
負
愛
は
悲
に
順
ず
る

も
の
で
あ
り
菩
薩
行
を
陣
う
る
と
い
う
点
に
お
い
て
は
瞑
志
や
邪

見
と
は
区
別
さ
れ
る
。
へ
き
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、

法
蔵
が
「
悲
願
も
て
惑
を
留
め
て
欲
処
に
示
現
す
と
雛
も
、
然
も

大
智
が
欲
を
照
ら
せ
ば
則
ち
休
性
空
な
る
を
実
際
浄
と
名
づ
く
な

⑳り
」
と
い
う
よ
う
に
所
得
の
法
門
を
釈
し
て
い
る
。
寅
愛
は
煩
悩

で
あ
っ
て
大
悲
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
「
大
悲
に
順

ず
る
も
の
」
で
あ
る
と
い
う
先
の
指
摘
と
、
婆
須
蜜
多
女
の
法
門

「
離
欲
実
際
清
浄
法
門
」
の
内
容
と
は
相
通
ず
る
も
の
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

第
四
十
一
の
仏
妃
鵯
夷
と
次
の
仏
母
摩
耶
は
九
名
の
夜
天
善
知

識
の
直
後
に
登
場
す
る
。
菩
薩
十
地
の
終
極
で
あ
る
法
雲
地
に
相

当
す
る
善
知
識
と
し
て
仏
妃
崔
夷
、
こ
こ
で
寄
位
修
行
相
が
終
わ

り
、
会
縁
入
実
相
の
最
初
の
善
知
識
と
し
て
第
四
十
二
の
仏
母
摩

⑳

耶
が
現
わ
れ
て
い
る
。
夜
天
た
ち
が
摩
娼
提
国
の
菩
提
道
場
な
い

し
そ
こ
と
は
遠
か
ら
ざ
る
場
所
に
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
こ
の
二

人
の
女
性
善
知
識
の
会
座
と
な
っ
た
の
は
釈
尊
が
青
年
時
代
を
送

⑳

っ
た
迦
毘
羅
城
で
あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
崔
夷
以
後
の
諸
善
知

識
に
は
在
家
者
の
善
知
識
が
多
く
続
い
て
い
る
こ
と
な
ど
は
、
注

目
さ
れ
る
点
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
二
人
の
女
性
善
知

識
に
つ
い
て
、
法
蔵
は
、
崔
夷
に
つ
い
て
は
、
仏
妃
を
耶
輸
陀
羅

四
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や
摩
奴
舎
と
は
せ
ず
に
何
故
に
崔
夷
の
名
が
選
び
取
ら
れ
て
い
る

の
か
。
摩
耶
に
つ
い
て
は
、
仏
母
は
仏
を
生
ん
で
七
日
に
し
て
命

終
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
何
故
に
善
財
の
善
知

識
と
し
て
、
こ
の
迦
毘
羅
城
が
指
し
示
さ
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と

を
吟
味
し
て
い
る
。
前
者
に
つ
い
て
、
罷
夷
の
原
語
の
意
味
を
尋

ね
て
古
訳
に
は
「
明
女
」
と
名
づ
け
ら
れ
る
と
し
、
「
今
は
因
位
の

⑮

終
極
し
て
慈
悲
の
相
、
顕
著
な
る
こ
と
を
表
す
が
故
」
に
籠
夷
を

取
り
、
ま
た
こ
の
善
知
識
が
。
「
証
法
、
既
に
満
じ
て
法
喜
適
悦
」

す
る
人
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。
後
者
の
間
に
対

し
て
は
、
「
答
う
、
化
相
は
減
を
示
せ
ど
も
、
実
報
は
常
に
存
す

⑳
・

れ
ば
な
り
」
と
述
べ
る
。
摩
耶
夫
人
は
実
に
は
七
日
後
に
減
度
に

入
っ
た
の
で
は
な
く
、
例
え
ば
「
法
華
経
』
如
来
寿
量
品
な
ど
に

説
か
れ
て
い
る
釈
尊
の
場
合
、
つ
ま
り
双
樹
に
お
い
て
減
度
に
入

っ
た
こ
と
を
化
作
し
た
け
れ
ど
も
実
は
常
に
霊
鷲
山
に
在
る
と
同

じ
く
、
摩
耶
も
常
住
で
あ
る
と
解
釈
す
る
の
で
あ
る
。

と
く
に
崔
夷
善
知
識
の
箇
所
は
、
善
財
と
の
出
会
い
の
経
緯
や

所
得
の
法
門
の
内
容
な
ど
に
お
い
て
、
他
の
善
知
識
の
場
合
と
比

較
し
て
か
な
り
の
長
文
に
な
っ
て
お
り
、
様
々
な
表
現
を
尽
く
し

て
説
か
れ
て
い
る
。
善
財
が
菩
薩
行
を
問
う
た
こ
と
を
受
け
て
、

崔
夷
善
知
識
は
次
の
よ
う
に
答
え
る
。
「
華
厳
経
』
巻
五
十
六
に
、

善
哉
善
哉
、
善
男
子
、
能
間
一
語
菩
薩
摩
訶
薩
所
行
之
法
「

修
二
習
普
賢
行
願
一
者
能
如
し
是
問
妥
諦
聴
諦
聴
、
善
思
二
念
之
や

（
大
正
９
．
七
五
五
Ｃ
）

と
あ
る
よ
う
に
、
聖
夷
は
善
財
を
讃
嘆
し
、
普
賢
の
行
願
を
修
習

す
る
者
は
今
あ
な
た
が
問
う
た
よ
う
に
尋
ね
る
も
の
で
あ
る
、
と

答
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
入
法
界
品
の
菩
薩
行
が
、
一
貫
し
て
普

賢
の
行
願
を
修
習
す
る
こ
と
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
こ
れ
に
よ

っ
て
も
明
ら
か
に
な
る
と
い
え
よ
う
。
仏
妃
崔
夷
の
所
得
の
法
門

⑳

は
「
観
察
菩
薩
三
味
海
法
門
」
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
境
地
が
打
明

け
ら
れ
る
以
前
に
、
聖
夷
が
ど
の
よ
う
な
事
情
や
因
縁
に
よ
っ
て

仏
妃
と
な
っ
た
の
か
と
い
う
過
去
世
物
語
が
詳
細
に
語
ら
れ
て
い

る
。
善
財
が
仏
妃
堅
夷
に
「
大
聖
、
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
心
を

⑳

発
し
て
よ
り
其
れ
已
に
久
し
き
や
」
と
問
う
こ
と
に
端
を
発
し
、

窪
夷
善
知
識
が
過
去
世
に
お
け
る
「
香
牙
山
」
の
「
園
林
」
に
て

の
増
上
功
徳
主
太
子
と
離
垢
妙
徳
童
女
と
の
求
愛
物
語
を
説
く
の

で
あ
る
。
そ
の
童
女
の
母
の
名
を
善
現
と
い
い
、
こ
の
二
人
は
太

子
よ
り
も
先
に
香
牙
山
に
や
っ
て
来
て
お
り
、
後
に
訪
れ
た
太
子

が
、
離
垢
妙
徳
童
女
に
染
愛
の
心
を
生
じ
て
、
童
女
の
母
善
現
に

彼
の
童
女
を
我
が
妻
と
為
し
た
い
旨
を
打
明
け
る
。
母
善
現
は
娘

の
離
垢
妙
徳
童
女
に
「
太
子
今
汝
を
求
め
て
妃
と
為
ん
と
欲
す
、

⑳

意
に
於
て
云
何
ん
」
と
い
う
よ
う
に
尋
ね
る
。
以
下
、
離
垢
妙
徳

童
女
が
語
り
、
次
に
増
上
功
徳
主
太
子
が
語
る
と
い
う
順
序
で
物
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こ
の
よ
う
に
次
第
す
る
「
仏
妃
崔
夷
」
善
知
識
に
つ
い
て
の
経

文
は
、
旧
訳
『
華
厳
経
』
（
仏
駄
賊
陀
羅
訳
）
と
新
訳
「
華
厳
経
』

（
実
叉
離
陀
訳
）
と
で
は
、
善
知
識
名
（
旧
訳
は
崔
夷
、
新
訳
で

は
罷
波
）
な
ど
に
や
や
訳
語
に
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
仏
妃
の
物

語
の
展
開
の
大
筋
に
お
い
て
は
ほ
ぼ
同
様
の
記
述
が
な
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
こ
と
は
先
の
「
婆
須
蜜
多
女
」
善
知
識
の
箇
所
の
場
合

に
お
い
て
も
相
違
は
な
い
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に

対
し
て
、
四
十
巻
本
の
『
華
厳
経
』
す
な
わ
ち
唐
般
若
訳
で
「
入

不
思
議
解
脱
境
界
普
賢
行
願
品
」
と
い
う
副
題
を
も
つ
漢
訳
本
に

お
い
て
は
、
前
二
訳
に
は
見
ら
れ
な
い
増
広
部
分
が
挿
入
さ
れ
て

い
る
。
女
性
善
知
識
の
登
場
す
る
箇
所
に
お
い
て
、
女
性
に
対
す

る
見
方
が
、
増
広
部
分
の
挿
入
に
よ
っ
て
、
前
二
訳
の
『
華
厳
経
』

と
は
異
質
な
内
容
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
従

来
よ
り
、
四
十
巻
本
の
場
合
は
、
他
の
三
種
の
『
華
厳
経
』
（
チ

語
が
展
開
し
て
い
く
。
そ
の
過
去
世
の
人
々
と
現
在
世
の
人
物
が

後
に
繋
げ
ら
れ
る
と
い
う
巧
み
な
構
想
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
増

上
功
徳
主
太
子
が
現
在
の
釈
迦
牟
尼
仏
で
あ
り
、
離
垢
妙
徳
童
女

は
現
在
の
崔
夷
善
知
識
で
あ
っ
た
こ
と
が
説
か
れ
る
に
至
る
の
で

圭
伶
》
つ
（
》
○

五

零
ヘ
ッ
ト
訳
も
含
む
）
の
最
後
の
章
に
対
応
す
る
独
立
経
典
で
あ
り

⑬

性
質
に
異
な
り
が
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
き
て
い
る
。

⑪

ま
た
、
岩
本
裕
博
士
は
、
四
十
巻
本
の
『
華
厳
経
』
は
「
入
法
界

品
」
が
独
立
の
梵
本
と
し
て
流
伝
し
て
い
た
原
典
か
ら
漢
訳
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
原
典
の
本
文
は
現
在
の
梵
本
に
比
較
し
て

著
し
く
増
大
し
て
い
る
と
い
う
指
摘
、
さ
ら
に
こ
の
四
十
巻
本
の

末
尾
に
そ
の
翻
訳
事
情
が
記
述
さ
れ
て
お
り
、
他
の
二
本
の
漢
訳

と
比
尋
へ
て
南
伝
本
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
と
い
う
指
摘
が
な
さ

れ
て
い
る
。

七
処
八
会
の
六
十
巻
本
と
七
処
九
会
の
八
十
巻
本
と
い
う
全
体

的
な
構
成
を
も
つ
『
華
厳
経
』
と
、
入
法
界
品
の
み
で
椛
成
さ
れ

る
四
十
巻
本
と
の
間
に
は
、
経
典
の
成
立
事
情
や
流
伝
な
ど
の
点

に
お
い
て
一
つ
に
は
く
く
れ
な
い
面
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
四

十
巻
本
の
二
人
の
女
性
善
知
識
の
箇
所
に
お
け
る
増
広
部
分
に
つ

い
て
、
そ
の
内
容
を
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

第
一
に
、
仏
妃
崔
波
（
旧
訳
で
は
聖
夷
）
の
箇
所
に
お
い
て
、

香
牙
園
に
お
い
て
威
徳
主
太
子
‐
（
旧
訳
で
は
増
上
功
徳
主
太
子
）
‐

が
吉
祥
童
女
（
旧
訳
で
は
離
垢
妙
徳
童
女
）
に
語
る
部
分
に
増
広

が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

爾
時
威
徳
主
太
子
、
為
丁
於
二
世
間
一
顕
属
示
女
人
、
多
二
諸
過

患
う
障
二
諸
世
間
出
世
問
楽
「
乃
至
能
障
乙
無
上
菩
提
寧
於
二
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衆
会
中
一
即
為
二
童
女
一
而
説
レ
偶
言
、
（
大
正
皿
．
七
八
九
ｃ
）

⑫

と
い
う
短
文
の
長
行
と
五
十
七
偶
に
及
ぶ
偶
頌
の
挿
入
が
あ
る
。

第
二
に
伐
蘇
蜜
多
女
（
旧
訳
で
は
婆
須
蜜
多
女
）
の
箇
所
に
お
い

て
、
善
財
童
子
が
伐
蘇
蜜
多
女
に
「
聖
者
云
何
が
此
の
解
脱
の
門

⑬

最
勝
と
名
づ
く
る
を
得
ん
や
」
と
問
う
た
の
に
対
し
て
、
伐
蘇
蜜

多
女
が
応
答
し
た
部
分
で
あ
り
、
こ
の
部
分
も
四
十
巻
本
の
み
に

含
ま
れ
る
経
文
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
他
の
漢
訳
と
比
較
す
る
に
、

そ
の
前
後
の
部
分
は
筋
道
に
お
い
て
は
大
幅
な
相
違
は
な
い
と
考

え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
増
広
部
分
に
限
っ
て
は
他
の
漢
訳
に
は

ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
四
十
巻
本
の
増
広
部
分
に

は
、
仏
道
を
歩
む
者
の
障
擬
と
な
る
も
の
は
女
性
で
あ
る
と
い
う

よ
う
な
記
述
が
濃
厚
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
前
者
は
長
文

に
わ
た
り
、
威
徳
主
太
子
を
し
て
、
女
人
に
は
過
患
が
多
く
、

世
間
と
出
世
間
の
楽
を
さ
ま
た
げ
る
も
の
で
あ
り
、
無
上
菩
提
を

障
恢
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
語
ら
し
め
、
世
間
・
出
世
‐

問
に
お
け
る
女
人
の
功
罪
、
と
り
わ
け
罪
の
面
が
強
調
さ
れ
て
い

る
と
い
え
る
。
こ
の
経
文
に
つ
い
て
、
渭
涼
澄
観
（
七
三
八
’
八
三

九
）
は
「
華
厳
経
行
願
品
疏
』
巻
八
に
、

爾
時
威
徳
主
太
子
下
、
太
子
間
し
因
。
於
レ
中
二
。
先
総
呵
二

女
過
「
後
別
問
二
因
縁
元
前
中
亦
二
。
先
長
行
序
意
、
後
偶

頌
正
呵
。
此
一
段
偶
旧
経
所
し
無
、
准
二
梵
本
一
在
二
母
代
答
《

理
亦
合
然
五
十
七
偶
大
分
為
レ
ニ
。
初
有
一
一
六
偶
一
序
一
一
世
妄
情

以
レ
女
為
仁
徳
。
余
偶
正
呵
二
女
過
一
為
二
障
レ
道
源
記

（
卍
続
第
七
冊
、
六
九
三
’
四
）

と
い
う
よ
う
に
大
約
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
澄
観
も
こ
の

五
十
七
の
偶
頌
が
、
四
十
巻
本
以
前
の
漢
訳
『
華
厳
経
』
に
無
い

部
分
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
と
と
も
に
、

梵
本
に
は
童
女
の
母
善
現
が
太
子
に
代
答
す
る
箇
所
に
そ
の
文
が

在
る
と
解
釈
し
て
い
る
。
ま
た
、
澄
観
の
場
合
、
偶
頌
を
前
半
の

六
偶
と
後
半
の
五
十
一
偶
の
二
に
分
け
て
、
い
わ
ば
淡
々
と
文
脈

を
区
切
っ
て
い
く
と
い
う
か
た
ち
の
解
釈
が
続
け
ら
れ
て
い
る
と

見
受
け
ら
れ
る
。
そ
れ
は
従
来
の
註
釈
家
の
用
い
る
方
法
に
倣
っ

た
も
の
と
い
え
る
が
、
し
か
し
「
ま
さ
し
く
女
の
過
を
呵
し
て
道

を
障
う
る
源
と
為
す
」
と
註
し
た
中
の
「
呵
す
」
に
は
、
「
し
か

る
」
「
と
が
め
る
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
と
が

め
ら
れ
る
べ
き
女
人
の
過
と
は
何
で
あ
り
、
女
人
の
過
が
何
故
に

道
を
障
礦
す
る
源
な
の
か
が
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

後
半
の
偶
頌
に
お
い
て
は
、
女
人
と
智
人
（
あ
る
い
は
智
者
）
、

男
性
と
の
関
わ
り
に
お
け
る
女
性
の
こ
と
な
ど
を
対
比
さ
せ
つ
つ
、

⑭

仏
道
障
擬
者
と
し
て
の
女
人
の
相
が
繰
り
返
し
表
さ
れ
て
お
り
、

女
性
に
対
す
る
差
別
表
現
が
際
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
も
う
一
方
の
増
広
部
分
に
つ
い
て
、
善
財
の
問
に
伐
蘇
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蜜
多
女
が
答
え
て
、
四
十
巻
『
華
厳
経
』
巻
十
五
に
、

時
女
告
言
、
善
男
子
、
一
切
菩
薩
発
二
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩

提
心
「
由
し
為
二
女
人
一
不
し
得
三
速
成
二
無
上
仏
道
記
亦
不
三
疾

得
二
畔
支
仏
乗
阿
羅
漢
果
記
五
通
仙
人
由
二
女
色
一
故
退
二
失
神

通
幸
為
一
荷
負
一
者
天
阿
修
羅
、
常
興
二
戦
伐
元
十
頭
羅
刹
、

焚
二
焼
南
海
拐
伽
大
城
訓
或
有
一
諸
王
「
喪
二
失
国
土
一
乃
至
兄

弟
自
相
殺
害
、
造
二
悪
趣
因
「
現
二
世
貧
窮
一
甘
為
一
奴
僕
誰

不
レ
順
二
師
長
一
連
二
背
君
親
記
如
し
是
一
切
皆
由
二
女
人
記
我

観
二
無
数
百
千
世
界
負
欲
衆
生
「
生
死
曠
野
輪
転
無
窮
、
苦

業
之
中
、
女
為
二
上
首
記
是
故
菩
薩
若
離
二
女
色
「
即
得
し
親
二

近
諸
善
知
識
毛
復
令
三
衆
生
因
二
此
離
欲
「
皆
住
二
最
勝
解
脱

法
門
記
（
大
正
ｎ
．
七
三
一
ｃ
）

と
あ
る
。
澄
観
に
よ
れ
ば
、
善
財
と
伐
蘇
蜜
多
女
と
の
問
答
の
部

分
は
、
「
法
門
の
殊
勝
な
る
こ
と
を
明
か
す
」
も
の
で
あ
り
、
こ

⑮

の
経
文
の
場
合
も
「
旧
経
に
は
未
だ
有
ら
ざ
」
る
増
広
部
分
で
あ

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
経
文
の
中
の
、
五
神
通
を
得
て
い
る
仙

人
が
女
色
の
た
め
に
自
ら
の
神
通
力
を
退
失
し
て
し
ま
う
と
い
う

⑯

記
述
は
、
前
の
鶴
波
善
知
識
に
お
け
る
増
広
部
分
に
も
見
ら
れ
る

も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
菩
薩
な
ど
の
諸
々
の
者
た
ち
が
、
女

色
に
惑
う
こ
と
に
よ
っ
て
負
欲
か
ら
免
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
無

上
の
仏
道
を
速
や
か
に
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
、
そ

し
て
も
し
女
色
を
離
れ
る
な
ら
ば
最
勝
解
脱
の
法
門
に
住
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
、
女
性
善
知
識
の
語
る
言
葉
と
し
て

説
か
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
伐
蘇
蜜
多
女
は
、
女
人
・
女
色

を
克
服
し
た
善
知
識
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
経
文
に
見
ら
れ
る

「
女
人
の
為
に
由
り
て
速
や
か
に
無
上
の
仏
道
を
成
ず
る
こ
と
を

得
ず
」
、
社
会
的
な
悪
の
一
切
が
「
皆
、
女
人
に
由
る
」
、
さ
ま
ざ

ま
な
「
苦
業
の
中
、
女
を
上
首
と
為
す
」
、
「
菩
薩
、
若
し
女
色
を

離
る
れ
ぱ
即
ち
、
善
知
識
に
親
近
す
る
こ
と
を
得
る
」
と
い
う
説

⑰相
は
、
前
二
訳
の
「
華
厳
経
』
が
指
し
示
そ
う
と
す
る
菩
薩
の
在

り
方
と
は
、
か
な
り
異
質
な
も
の
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
前
二

訳
に
お
け
る
婆
須
蜜
多
女
の
箇
所
で
は
、
菩
薩
道
を
歩
む
者
に
障

礒
と
な
る
負
欲
や
負
愛
が
課
題
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
智
侭
や
法

蔵
も
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
負
欲
が
直
ち
に
女
人
・
女
色

と
置
き
換
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
が
四
十
巻
本
の
女
性
善

知
識
の
箇
所
に
増
広
部
分
が
付
加
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
負
欲

お
よ
び
そ
れ
が
仮
託
さ
れ
て
い
る
女
性
を
問
題
と
す
る
視
点
が
両

者
の
間
で
は
異
質
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
女
人
や
女
色
を
、
菩

薩
の
無
上
菩
提
心
を
障
擬
す
る
も
の
と
し
て
直
接
的
に
結
び
つ
け

て
捉
え
る
立
場
は
、
前
二
訳
に
は
見
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
む

し
ろ
前
二
訳
に
お
い
て
は
、
女
性
善
知
識
を
登
場
さ
せ
る
こ
と
に

よ
り
、
女
性
に
仮
託
さ
れ
た
菩
薩
の
利
他
や
慈
悲
の
精
神
が
、
積

lワ

リ』



ぷ
斗

極
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
よ
う
に
読
み
取
る
こ
と
力

で
き
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
入
法
界
品
に
表
れ
る
女
性
善
知
識
の
中
で
も
、

と
く
に
婆
須
蜜
多
女
と
仏
妃
聖
夷
を
取
り
上
げ
て
、
菩
薩
道
の
深

ま
り
の
過
程
を
五
相
の
善
知
識
と
い
う
こ
と
で
捉
え
つ
つ
、
女
性

善
知
識
の
示
す
意
味
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
法
蔵
の
経
文
解

釈
に
よ
っ
て
見
る
な
ら
ば
、
逆
相
の
善
知
識
で
あ
る
婆
須
蜜
多
に

お
い
て
は
、
菩
薩
道
の
障
恢
と
な
る
負
愛
・
負
欲
の
問
題
が
託
さ

れ
て
お
り
、
順
相
の
善
知
識
の
仏
妃
聖
夷
に
お
い
て
は
、
修
行
道

の
因
位
の
終
極
を
表
す
も
の
で
あ
り
慈
悲
の
相
の
顕
著
な
善
知
識⑱

と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
た
だ
、
菩
薩
の
利
他
や
慈
悲

の
は
た
ら
き
を
、
何
故
に
女
性
善
知
識
の
箇
所
で
示
そ
う
と
し
て

い
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
各
々
の
『
華
厳
経
』
テ
キ

ス
ト
の
綿
密
な
読
解
や
他
の
大
乗
経
典
に
お
け
る
女
性
像
の
研
究

が
必
要
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
今
回
の
小
論
で
は
、
修
行
道
に
お

け
る
女
性
善
知
識
の
位
置
と
そ
こ
に
託
さ
れ
て
い
る
意
義
に
つ
い

て
述
令
へ
る
こ
と
に
と
ど
め
、
ま
た
、
四
十
巻
本
『
華
厳
経
』
の
み

に
表
現
さ
れ
る
増
広
部
分
つ
ま
り
女
人
・
女
色
に
対
す
る
批
判
を

含
む
経
文
に
つ
い
て
は
、
従
来
よ
り
断
片
的
に
は
触
れ
ら
れ
て
き

た
が
、
経
典
に
お
け
る
女
性
観
を
捉
え
て
い
く
場
合
に
見
過
ご
す

こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
容
お
よ
び
経
文
の
註
釈

に
つ
い
て
も
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。

註①
法
蔵
の
『
華
厳
経
探
玄
記
』
巻
十
八
（
大
正
弱
．
四
五
一
ｂ
）
で

は
、
法
界
の
人
類
を
類
別
し
、
五
十
七
の
人
類
を
二
十
の
流
類
に
分

け
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
智
嚴
の
『
華
厳
経
捜
玄
記
」
巻
五
上
に
、

「
若
総
約
し
相
有
二
十
六
種
記
一
菩
薩
、
二
比
丘
、
三
比
丘
尼
、
四
長

者
、
五
優
婆
夷
、
六
童
男
、
七
童
女
、
八
天
、
九
外
道
、
十
薬
師
、

十
一
船
師
、
十
二
婆
羅
門
、
十
三
王
、
十
四
仙
人
、
十
五
母
、
十
六

婦
」
（
大
正
弱
．
九
○
ｂ
）
と
示
さ
れ
る
十
六
種
説
を
承
け
て
、
法

蔵
が
二
十
種
の
流
類
に
増
広
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

②
入
法
界
品
の
「
本
会
」
に
相
当
す
る
箇
所
は
、
大
正
９
．
六
七
六

ａ
’
六
八
六
ｃ
九
行
目
ま
で
で
あ
り
、
法
蔵
は
、
こ
の
経
文
を
．

序
分
心
二
請
分
、
三
三
昧
分
、
四
現
浄
土
分
、
五
集
新
衆
分
、
六
挙

劣
顕
勝
分
、
七
偶
頌
讃
徳
分
、
八
普
賢
開
発
分
、
九
白
毫
示
益
分
、

十
文
殊
述
徳
分
」
（
大
正
弱
・
四
四
一
Ｃ
）
と
い
う
よ
う
に
十
種
に

分
け
て
解
釈
し
て
い
る
。

③
「
末
会
」
に
相
当
す
る
箇
所
は
、
大
正
９
．
六
八
六
ｃ
九
行
目
’

七
八
八
ｂ
ま
で
で
あ
り
、
法
蔵
は
、
こ
れ
を
．
叙
一
諸
古
説
ゴ
ー

会
数
開
合
、
三
会
主
多
少
、
四
定
二
会
名
義
「
五
二
位
統
収
、
六
分

成
二
五
相
弐
七
円
摂
二
始
終
「
八
明
二
法
界
人
類
「
九
法
界
事
義
、
十

随
し
文
解
釈
」
の
十
門
に
分
け
て
解
釈
し
て
い
る
。

④
本
会
と
末
会
の
無
磯
の
関
係
に
つ
い
て
、
「
探
玄
記
』
巻
十
八
に

「
於
レ
中
、
前
則
不
レ
異
し
末
之
本
故
、
錐
し
巻
而
恒
箭
則
後
文
是
也
。

後
則
不
レ
異
し
本
之
未
故
、
雌
し
謡
而
恒
巻
、
即
前
文
是
也
。
是
故
木

末
無
凝
同
為
二
百
明
意
存
二
於
此
さ
（
大
正
弱
・
四
五
○
ｂ
）
と
あ

っ
て
、
「
前
」
の
本
会
と
「
後
」
の
末
会
と
の
巻
箭
自
在
・
本
末
無

nつ
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擬
な
る
こ
と
が
説
示
さ
れ
て
い
る
。

⑤
『
探
玄
記
』
巻
十
九
（
大
正
調
．
四
七
三
ｂ
）

⑥
同
右
（
大
正
弱
．
四
五
○
ｂ
）

⑦
同
右
（
大
正
調
．
四
五
○
ｂ
）
こ
の
説
の
場
合
、
入
法
界
品
に
お

け
る
善
知
識
の
数
は
四
十
四
名
に
な
る
が
、
当
時
の
仏
駄
賊
陀
羅
訳

の
「
華
厳
経
』
に
は
第
四
十
三
の
天
主
光
童
女
よ
り
第
五
十
二
の
有

徳
童
女
ま
で
の
経
文
が
欠
け
て
お
り
、
第
五
十
四
の
善
知
識
で
あ
る

文
殊
菩
薩
を
前
の
文
殊
と
同
一
と
考
え
れ
ば
、
こ
の
数
に
な
る
・
こ

れ
に
つ
い
て
は
『
国
訳
一
切
経
』
経
疏
部
十
「
華
厳
経
探
玄
記
」
二

七
三
頁
の
脚
註
参
照
。

③
「
五
台
の
論
」
と
は
、
霊
弁
の
『
華
厳
論
』
を
さ
す
と
考
え
ら
れ

る
。
「
国
訳
一
切
経
』
経
疏
部
十
「
華
厳
経
探
玄
記
」
二
七
三
頁
の

脚
註
参
照
。
霊
弁
の
伝
記
・
著
述
に
つ
い
て
は
、
法
蔵
『
華
厳
経
伝

記
』
巻
一
（
大
正
刷
・
一
五
七
ｂ
ｌ
ｃ
）
に
所
出
．
「
意
法
師
」
に

つ
い
て
は
、
同
『
華
厳
経
伝
記
』
巻
三
に
「
魏
北
台
意
法
師
有
流
不

知
幾
巻
」
（
大
正
副
・
一
五
七
ｂ
ｌ
Ｃ
）
と
説
か
れ
て
い
る
人
と
考

え
ら
れ
る
。
『
国
訳
一
切
経
』
経
疏
部
七
「
華
厳
経
探
玄
記
」
二
四

二
頁
の
脚
註
参
照
。

澄
観
（
七
八
三
’
八
三
九
）
も
『
華
厳
経
疏
』
巻
五
十
五
に
二
家

の
説
を
掲
げ
て
「
若
意
法
師
及
台
山
諭
但
随
レ
文
散
釈
更
無
二
別
配
《

光
統
等
師
皆
配
二
地
位
「
二
皆
有
し
理
」
（
大
正
弱
・
九
一
八
ｂ
）
と

解
釈
し
て
い
る
。

⑨
『
探
玄
記
』
巻
十
八
（
大
正
弱
・
四
五
○
ｃ
）

⑩
「
華
厳
経
捜
玄
記
』
巻
五
上
「
今
略
取
二
此
経
上
下
一
有
二
五
相
不

同
「
持
二
是
五
相
一
以
科
二
此
文
記
何
者
五
相
、
一
顕
位
修
行
相
、
二
会

縁
入
実
相
、
三
摂
徳
成
因
相
、
四
智
照
無
二
相
、
五
顕
因
広
大
相
」

（
大
正
弱
．
九
○
ａ
）
。
こ
の
五
相
に
諸
善
知
識
を
配
当
し
て
「
初

四
十
一
人
顕
位
修
行
相
、
次
摩
耶
一
人
会
縁
入
実
相
、
三
弥
勒
一
人

摂
徳
成
因
相
、
由
三
行
会
し
理
成
二
正
因
一
故
。
四
重
会
文
殊
一
人
寄
二

智
照
無
二
相
知
五
普
賢
一
人
寄
二
顕
因
広
大
相
「
後
二
人
述
二
因
勝
一

也
」
（
大
正
弱
．
九
○
ｂ
）
と
あ
り
、
ま
た
諸
善
知
識
を
修
行
位
に

配
当
し
て
「
初
四
十
一
中
、
初
一
寄
二
十
信
「
次
十
寄
二
十
住
「
次
十

寄
二
十
行
「
次
十
寄
二
十
迺
向
「
次
十
寄
二
十
地
元
所
二
以
文
殊
初
｜
智

光
導
故
也
・
」
（
大
正
弱
．
九
○
ｂ
）
と
い
う
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
。

⑪
五
相
に
分
け
る
分
類
に
つ
い
て
は
、
法
蔵
撰
『
華
厳
経
文
義
綱

目
』
（
大
正
調
．
五
○
○
ｃ
ｌ
－
ａ
）
に
も
所
出
。
善
知
識
の
所
得

の
法
門
名
を
列
挙
し
つ
つ
五
相
に
分
け
て
略
述
し
て
い
る
が
、
『
探

玄
記
」
の
五
相
と
同
趣
旨
で
あ
る
と
い
え
る
。

⑫
『
探
玄
記
」
巻
十
八
「
七
円
摂
始
終
者
」
（
大
正
調
．
四
五
一
ｂ
）

の
項
参
照
。

⑬
註
⑩
参
照
。

⑭
「
探
玄
記
』
巻
二
十
に
「
会
縁
入
実
相
」
（
大
正
調
．
四
八
三
ｂ
）

の
解
釈
が
あ
る
。
智
儲
の
『
捜
玄
記
』
（
註
⑩
）
で
は
、
摩
耶
夫
人

一
人
の
み
が
第
二
相
に
配
さ
れ
て
い
る
が
、
『
探
玄
記
』
で
は
、
経

文
の
脱
露
部
分
の
善
知
識
も
含
め
て
会
縁
入
実
相
の
善
知
識
と
し
て

い
る
。

⑮
『
華
厳
経
』
巻
五
十
（
大
正
９
．
七
一
五
ａ
’
六
ｃ
）

第
二
十
五
の
師
子
奮
迅
比
丘
尼
は
「
探
玄
記
』
巻
十
九
（
大
正
弱

・
四
六
九
ｃ
’
七
○
ｃ
）
で
は
十
迺
向
の
第
四
至
一
切
処
迺
向
の
善

知
識
、
次
の
婆
須
蜜
多
女
は
第
五
無
尽
功
徳
蔵
迺
向
の
善
知
識
と
位

置
づ
け
ら
れ
る
。
十
迺
向
位
の
各
套
の
名
称
は
、
「
華
厳
経
』
巻
十

四
、
十
迺
向
品
（
大
正
９
．
四
八
八
ｂ
ｌ
Ｃ
）
に
説
か
れ
て
い
る
も
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の
を
用
い
て
い
る
。

⑯
諸
善
知
識
を
順
相
と
逆
相
に
分
け
る
こ
と
に
つ
い
て
、
「
探
玄
記
』

巻
十
八
に
、
第
十
の
方
便
命
婆
羅
門
を
釈
す
る
中
で
、
「
順
相
易
し
解
、

逆
相
難
し
知
故
令
レ
知
也
。
如
し
是
反
し
道
。
上
下
文
中
総
有
二
三
類
誼

マ
マ

マ
マ

ー
此
位
同
二
耶
見
『
二
満
足
王
同
二
瞑
志
「
三
婆
須
密
同
二
負
愛
記
是

故
三
毒
相
竝
有
二
正
法
ご
（
大
正
弱
．
四
六
三
ａ
ｌ
ｂ
）
と
あ
る
。

⑰
「
華
厳
経
」
巻
五
十
（
大
正
９
．
七
一
六
ｃ
）

⑬
同
右
、
巻
五
十
（
大
正
９
．
七
一
六
ｃ
）

⑲
「
探
玄
記
』
巻
十
九
（
大
正
弱
．
四
七
一
ａ
）
の
中
で
、
こ
の
法

門
の
内
容
を
、
自
行
と
利
生
と
の
二
面
か
ら
解
釈
を
加
え
て
い
る
。

⑳
『
華
厳
経
』
巻
五
十
（
大
正
９
．
七
一
七
ａ
）

⑳
三
善
知
識
を
三
毒
の
相
に
配
す
る
説
は
、
す
で
に
智
幟
の
『
捜
玄

記
』
巻
五
上
に
「
又
此
諸
善
知
識
内
三
人
是
反
道
行
。
一
方
便
命

現
二
擬
相
「
婆
須
蜜
現
二
貧
相
「
満
足
王
現
二
眼
相
一
」
（
大
正
弱
．
九

十
三
Ｃ
）
と
い
う
よ
う
に
見
ら
れ
る
。
こ
の
説
な
ど
を
ふ
ま
え
て
法

蔵
は
、
「
探
玄
記
』
巻
十
八
（
大
正
調
・
四
六
三
ｂ
）
に
四
義
を
立

て
て
三
毒
の
煩
悩
と
仏
法
と
の
関
わ
り
を
考
察
し
て
い
る
。

⑳
『
探
玄
記
」
巻
十
九
（
大
正
調
．
四
七
一
ａ
）

⑳
例
え
ば
、
第
三
十
六
善
知
識
の
寂
静
音
夜
天
の
場
合
、
『
華
厳
経
』

巻
五
十
三
に
「
於
二
此
道
場
一
去
レ
我
不
レ
遠
有
二
夜
天
一
名
二
寂
静
音
一
」

（
大
正
９
．
七
三
四
ｂ
）
と
あ
る
。
そ
し
て
、
第
四
十
の
妙
徳
円
満

林
天
の
会
座
は
、
『
同
』
巻
五
十
五
に
「
此
閻
浮
提
有
二
一
園
林
彗
名
二

流
弥
尼
「
彼
有
し
天
名
二
妙
徳
円
満
一
」
（
大
正
９
．
七
五
○
Ｃ
）
と
あ

る
よ
う
に
、
釈
尊
降
誕
の
地
で
あ
る
「
流
弥
尼
」
に
移
っ
て
い
る
。

⑭
『
華
厳
経
』
巻
五
十
六
「
迦
毘
羅
城
有
二
釈
迦
女
一
名
日
二
崔
夷
一
」

（
大
正
９
．
七
五
四
ｂ
ｌ
ｃ
）
。
『
同
』
巻
五
十
六
「
此
迦
毘
羅
城
摩

耶
夫
人
汝
詣
レ
彼
問
」
（
大
正
９
．
七
六
○
ｃ
）
。

⑳
『
探
玄
記
」
巻
二
十
（
大
正
弱
・
四
八
二
ｂ
）

⑳
同
右
、
巻
二
十
（
大
正
弱
．
四
八
三
ｂ
）

⑳
『
華
厳
経
』
巻
五
十
六
「
又
得
二
観
察
菩
薩
三
昧
海
法
門
毛
仏
子
、

我
得
一
庇
法
門
一
己
・
」
（
大
正
９
．
七
六
○
ｂ
）

⑳
同
右
、
巻
五
十
六
（
大
正
９
．
七
五
六
ｃ
）

⑳
同
右
、
巻
五
十
六
（
大
正
９
．
七
五
六
Ｃ
）

⑳
木
村
清
孝
著
『
仏
教
経
典
選
５
華
厳
経
』
（
筑
摩
書
房
）
三
七

三
頁
。

、
岩
本
裕
著
『
仏
教
聖
典
選
５
大
乗
経
典
（
三
）
』
（
読
売
新
聞
社
）

八
’
九
頁
。

四
十
巻
本
の
翻
訳
事
情
に
つ
い
て
は
、
巻
末
の
奥
書
（
大
正
叩
・

八
四
八
ｂ
ｌ
）
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
要
約
し
て
岩
本
前

掲
書
に
は
「
事
実
、
『
四
十
華
厳
」
の
奥
書
に
よ
る
と
、
南
イ
ン
ド

の
烏
茶
（
ま
た
は
茶
）
国
の
作
清
浄
師
子
王
が
貞
元
十
一
年
（
七
九

五
）
に
こ
の
経
典
を
み
ず
か
ら
書
写
し
て
唐
の
徳
宗
に
贈
っ
た
梵
來

に
基
づ
い
て
翻
訳
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
」
（
八
頁
）
と
示
さ
れ

て
い
る
。

⑫
四
十
巻
『
華
厳
経
』
巻
二
十
八
（
大
正
皿
．
七
八
九
ｃ
十
四
行
目

よ
り
七
九
一
ａ
十
一
行
目
ま
で
）

⑳
同
右
、
巻
十
五
（
大
正
、
．
七
三
一
ｃ
十
二
行
目
よ
り
二
十
四
行

目
ま
で
）

②
山
辺
習
学
著
『
人
生
修
行
の
旅
ｌ
華
厳
経
の
世
界
ｌ
』
上
（
三
六

八
頁
）
の
「
女
難
と
宿
善
」
の
項
に
、
四
十
巻
「
華
厳
経
』
の
こ
の

増
広
部
分
に
つ
い
て
の
関
説
が
あ
る
。
「
女
色
の
恐
ろ
し
い
こ
と
」

「
女
色
、
性
愛
と
い
う
も
の
を
悪
く
解
釈
し
ま
た
悪
用
し
た
こ
と
を

40



言
っ
て
い
る
」
と
説
か
れ
て
い
る
。

⑮
「
華
厳
経
行
願
品
疏
』
巻
六
（
卍
続
（
台
湾
複
写
版
）
第
七
冊
、

六
四
三
頁
）

⑯
四
十
巻
「
華
厳
経
』
巻
二
十
八
「
五
通
仙
人
大
威
徳
、
退
二
失
神

通
一
因
二
女
人
匡
（
大
正
、
．
七
九
○
ａ
）
と
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
く

「
五
通
神
仙
及
天
主
、
能
知
二
大
海
水
多
少
「
終
身
計
算
莫
三
能
知
二

二
女
人
差
別
意
一
」
（
大
正
加
・
七
九
○
ｂ
）
と
い
う
よ
う
に
、
臂

嶮
ま
で
を
も
用
い
て
女
人
の
側
に
過
失
の
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い

づ
（
》
０

，
山
辺
習
学
前
掲
書
の
下
巻
（
五
六
一
’
二
頁
）
の
「
女
性
の
悪
徳
」

の
項
に
、
「
さ
ら
に
四
十
巻
華
厳
経
に
よ
れ
ば
、
太
子
は
娘
の
美
し

い
恋
を
容
易
に
引
き
受
け
よ
う
と
は
し
な
い
。
か
え
っ
て
逆
に
女
性

の
悪
徳
を
広
く
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
女
性
の
弱
点
を
述
べ

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
経
典
中
に
も
第
一
に
数
え
ら
れ
る
で
あ
ろ

う
」
と
述
守
へ
て
、
こ
の
増
広
部
分
の
内
容
を
紹
介
し
て
い
る
。
た
た

し
、
女
性
の
悪
徳
を
説
く
経
文
に
対
す
る
批
判
的
な
意
見
は
示
さ
れ

て
い
な
い
。

⑬
大
越
愛
子
論
文
「
仏
教
と
セ
ク
シ
ユ
ァ
リ
テ
ィ
」
に
は
、
「
自
身

の
救
済
よ
り
も
他
者
の
救
済
を
願
う
と
い
う
菩
薩
道
に
お
い
て
、
そ

の
慈
悲
の
大
き
さ
を
示
す
た
め
に
、
救
済
さ
れ
る
対
象
の
悲
惨
さ
を

強
調
す
る
、
と
い
う
言
説
戦
略
が
採
川
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に

徹
底
的
に
利
用
さ
れ
た
の
が
、
一
つ
に
は
愛
欲
に
苦
し
む
悲
惨
さ
で

あ
り
、
そ
う
し
た
苦
し
み
の
源
と
し
て
存
在
し
て
い
る
女
性
の
卑
し

さ
で
あ
る
。
」
（
『
解
体
す
る
仏
教
』
大
東
出
版
社
三
六
頁
）
と
い

う
指
摘
が
あ
る
。

4］


